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通信をご愛読の皆さん,ι かヽがお過ごしですか ?やすらぎの会代表の山さんは,病院で

リハビリに励んでおります。先月の学習会において,通信の表に書いてあつた 「親がして

はいけないこと」についてのご質問がありました。登校刺激を与えること以外は何もしな

いことではありません。子どもに家事のお手伝ιヽをしてもらつたり,旅行の計画を立てて

豊主■■■L塁豊主主二塁2全二豊盤L主ユ,専門機関に相談したり,そのようなことも

みんな不登校 に対する立派な働きかけ になります。説明不足で申し訳ありませんでした。

自 分 を グ メ 人 間 と 決 め つ け て し ま う わ が 子

【中学生の事例】

中学 2年の女の子ですが,学校へ行かな くなつただけでな く,家族や学校を痛烈に批判

し,そ のあげ く「自分はダメな人間だJ「生きている価値がない」 と訴えるようになりま

した。 どうしてこんなことになつたのかが分からず,自殺を図るのではないかと心配です。

「学校へ行けない自分はダメ人間だ。生きている価値がない」 とわが子から訴えられた

ら,親 としては子 どもが自殺でもしてしまうのではないか と不安で,居てもたつてもいら

れないで しよう。 こんな時に大切なことは,「あなたは大切な人なんだ」 ということを伝

え続けることです.学校へ行けな くても,生きて元気でいて くれることが一番大切なこと

です。今のありのままの子 どもを,そ のまま受け止めてあげて下さい。

不登校の子 どもに多 く見られることは,自分には価値がある,あ るいは自分を大切 に思

う 「自尊感情」が低 く,自分自身に対 して自信がないとしヽうことです。自分に自信がない

から他人の吉動や評価が人一倍気になり,それに一喜一憂するたびにストレスを抱えてし

まいます。思春期に至るまでに罰を受けて育 つた子 ども,命令されてばかりで育 つた子 ど

も,自分を受け入れられない傾向が強 く見られます。また,感受性が強い子 どもであるこ

とが多 く,人一倍傷つきやす くて心が壊れやすい傾向にあります。

こうした子 どもたちにとつて一番大切なことは,「 こんな自分でもいいのだ」 という自

尊感情を育てることです.い じめられた,友人関係がうま くいかないなど,何らかの■つ

かけで登校できな ぐなつた子どもは,学校へ行けないことへの罪悪感を持ち,同時にどう

したらいいのか悩んでいます。親や家族は,学校へ行けない子 どもをありのままに受けλ

れて,罪悪感を軽 くしてあげます.その次の段階として,例えば自分がどんなことをした

時に親や家族が喜んだかなどを思い起 こさせた り,これまで頑張つた経験などを思い起 こ

させて,自分の存在価値に気づかせます。

親 として努力 してしヽただきたいなあと思うことは,子どもの素晴らしいところをた くさ

ん見つけて,′「あなたは大切な人なんだよ,いつもあなたのことを応援 しているからね」

というメツセージを伝 え続けていくと,子どもの自尊感情が育 つていくと思います。 (高 )



通信をご愛読の皆さん、いかがお過ごしでしようか?いよいよ年の瀬も迫ってまいり

ましたね。:0月 号から、自書の『 不登校だっていいじゃないか』(アントレックス社、

20:6年 )を 少しずつ紹介しております。なお、通信の送付が必要でない方は、高

(090-8265-3968)ま で電話かショートメールでお願いします。 年が明けて、来

年6年 :月 の学習会は、:月 20日 (土 ):3時から白山市出城公民館で行います。

「不登校対応で大切なことは?」

子どもが不登校になってしまった場合、最も大切なことは、本人を中Jむ にして家族

の絆や協力を大切にすること、そして学校と二人三脚で取り組む姿勢です。ただし、

保護者が学校に強い不信感を持っている場合は、誰かに仲介してもらう必要があり

ます。まずは、不登校という状態を全面的に受け入れることから始めなければなりま

せん。「なぜ、どうして、もっと、いつJな どの言葉を封印し、指示・干渉・提案などを一

切しないということですが、これも苦しい葛藤に悩むのが親′むかと思います。

しかし、そうした態度に家族全員が切り替えることで、子どもの自立が促されます。

ここでも大切なことは、子どもに「自分は、親や家族に愛されているJ「 自分は生きて

いていいんだ」と感じさせる接し方です。子どもは、いつも愛情を求めています。それ

に親御さんが与える愛情が重なった時、本当の親子愛が成立します。

不登校の子を持つ親御さんの中には、どうしてもご近所など周囲の目を気にする

あまり、親子共に人生の負け組になったような気持ちになってしまう人もいるかもしれ

ません。しかし、親以上に子どもは疲れているはずです。学校に通えなくなった時点で、

不登校になった子ども本人は相当疲れ切っているはずです.

本人なりに学校を休んでいるという罪悪感もありますし、それこそ生きて呼吸をして

いるだけで精一杯なのかもしれません.本人は、決して不登校になりたくてなったわけ

ではありません。それだけの事情があって不登校になってしまったことを頭の中に入

れておく必要があります。
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